
書式X 四肢麻痩手の機能評価表

カルテ No. (1 D) 氏名

男

年齢

女

診断名

検査日 年 月 日 発症日 年 月 日

検者名

(医師・ OT . PT)

受傷日 年 月 日

I  発症後経過期間 l

II . 麻痩の原因

主; b J = J 1 発症前の利き手 巨 三 コ

A. 頚髄損傷( 骨傷なし・骨傷あり) その部位(

B . 非 外 傷 性 疾 患 (

E  麻痩の程度と種類

A. 完全四肢麻痩

B . 不全四肢麻庫

C. 中心型脊髄損傷

D.  Brown- Sequard 

E. その他( 前方型，後方型)

手IJ

き 右・左

歳

手

初診日

手術日

N  機能再建術前の機能残存筋と機能分類 ( MMT 4 以上の筋力を有する筋をO で囲む)

機能残存筋

国際分類

右 左

bi ceps， brachi al i s bi ceps， brachi al i s 
。

brachi oradi alis brachi oradi al i s 1  

E CRL  E CRL  2  

E CRB E CRB 3  

P T  P T  4  

F CR， tri ceps F CR， tr iceps 5  

E D M， E DC， E C U E D M， E DC， E CU 6  

EI P E1P 7  

E PL. F DP EPL.  F DP  7  

FPL.  F CU FPL.  F CU 8  

F DS  F DS  8  

thenar ill. ， A DP  thenar m. ， A DP  

hypot henar m. ， i nterossei  hypot henar ill. ， i nterossei  

愚

右・左・両側

侠リ

年 月 日

年 月 日

Zancol l i 分類

1 - A  

1 - B  

2 - A  

2 - B - 1  

2 - B - ll 

2 - B - ill 

3 - A  

3 - B  

4 - A  

4 - B - 1  

4 - B - II 

上肢の全筋の徒手筋力検査は共通書式 7 ( P76) ，知覚検査は共通書式 8 ( P77， 78) に，全関節の可動域測定( 自動，

他動) は共通書式1 ， 2  ( P69， 70) を用いて記入する . 窪性のある筋は o ｾ＠ 5評価の次に S を併記する.
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V  関節拘縮の有無 ( 有る場合該当するも のをO で囲む)

拘 縮 の 型

右 左

肩 関 節 外転 内転 外転 内転

肘 関 節 屈曲 伸展 屈曲 伸展

機 尺 関 節 回外 囲内 国外 囲内

手 関 節 背屈 掌屈 背屈 掌屈

M P 関 節 伸展 屈曲 伸展 屈曲

手

PIP 関 節 伸展 屈曲 伸展 屈曲

指

DI P 関 節 伸展 屈曲 伸展 屈曲

CM 関 節 内 転 榛 側 外転 掌側外転 内転 機側外転 掌側外転

母

MP 関 節 伸展 屈曲 伸展 屈曲

指

IP 関 節 伸展 屈曲 伸展 屈鈎

羽 Reach一手の到達範囲 (右 : 赤線，左 : 青線ま たは黒線)

空間での到達範囲 図中のポ イン トをめやすに，おお むねその範囲を 曲線で記入

身体部位; 図中のポイ ン トに 可はO 不可は× を記入
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ljJ J I.t7'" No.  (1的 氏名

四 把 握 機 能 CP74参照)

右 左

握 力 Ck g または mmHg )

母指一示指

指腹つまみ 母指 一中指

pul p pi nch 母指 一環指

母指一小指

側方つまみ si de pi nch 

ひっかけ握り
不可|

1

1k
g 未満 1

1kg 以上

hook gri p 

握

|野球ボール|ソフ ト い
球状握り

spheri cal  gri p 

り

筒状握り 不可 1
2 0 mm

1
40m m

ド
Om mドOmm

cyl i ndri cal  gri p 

不 可

鉛 筆

てコ

不 可

ま 2 mmぺグ など

み

10円玉など

L ーーー

vm. 坐位・歩行能力

A . 坐位能力

不 可

1. 背もたれがない と不能

2. 背も たれなしで可能

3.  Push-up 可能

4. ベッ ド←→車椅 子 移 動 可 能

B. 歩行能力 ・自立歩行( 杖な し， 片杖，両杖)

l  介助歩行，部分車椅子

2. 車椅子

3 . 電動車椅子

4. 寝たきり

可

可

可

測定器具名

1
1kg 未満 1

1kg 以上

不可 | i野球ボ斗 ソフ山

不可 1

2 0 mm
1

40 mm ｉ 伽 ｾ 伽 ｭ

不 可 可

不 可 可

不 可 可
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医 ADL 評価 (残存筋からみ た患者の機能分類とは無関係に，患者の現在の A D L 機能を記入する )

Zancolli の 各 分 類 毎 の 最 終 目 標 と な る ADL
。

2  3  

1 - A  

ブレ ーキ操作

目の局さの物をとる

車椅子動作

足台の上下

1 - A の目標動作 1 - A の項に記入

1 - B  ナー スコー ルを押す

フォ ーク， スプ ーンで食べる

1 - 8 の目標動作 1 - 8 の項に記入

仰臥位から長座位になる

上着， ズボンのチャック の開閉

2 - A  

髪をと かす

コップ，湯飲みで飲む

座位で食べる

..・・ a ・ー..... ーー・ーー・ー. ... ... .. . ...ー.

入浴動作 足を洗う

・..・......... .. ...-.-...ーー. ... .・，

水洗トイ レの操作

2 - 8 ー I 2 - A の目標動作 2 - A の項に記入

..... .. .... .・ー. ..・... ... .・・・・・・・・a

坂 道 登 降 ( 傾斜15

0

)  

車椅子動作 不整地走行

車椅子の車への積降

2 - B - I の目標動作 2  - B - 1 の項に記入

シャツの ボタンをはずす

2 - 8 - ll 浴槽の 出入り

洋式 トイ レ使用

尿収器装着

2 - B - ill 2 - B - ll の目標動作 2 - B- ll の項に記入

ー.. .... .・・.. ....... . .... ... ー・... . ..

入浴動作 浴場より車椅子に移る

2 - 8 - ill の目標動作 2 - 8 一郎の項に記入

手の爪を切る

3 - A  

装具をつけて立つ

歩行補助器によ る歩行

3 - A の目標動作 3 - A の項に記入

3 - 8  

シャ ツの ボタンをかける

3 - B の白標動作 3 - 8 の項に記入

4 - A  

仰臥位から起 きベ ッド腰か け

4 - A の目標動作 4 - A の項に記入

4 - B - I  

箸で食べる

4 - 8 - 1の目標動作 4 - 8 - 1の項に記入

4 - 8 - ll 

涜腸ができる

。: でき ない.

1 なん とかできるが，時聞がかかりすぎて実用性がない.

2 時聞が普通よりかかる が，実用性がある

3  : 正常 また は正常に近 く楽に できる.
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| 四股麻樺手の機能評価表の記載法|

I  使用する書式および使い方

A. 四肢麻庫手の機能評価 P53- 58 

37頁には四肢麻療になった原因と，麻揮の程度と種類を記入する. さらに IV. 機能再建術前の機能残存筋と機能分類

の項では，右手，左手それぞれについて MMT 4 以上の筋の略号をO印で囲む， このO印の付いた最下段を右側にた

どると，自動的にその機能分類( 国際分類， Zancol l i 分類) がわかるようになっている.

B. 徒手筋力検査は共通書式 7 (P76) を用いる.

c. 知覚検査は共通書式 8 (P77， 78) を用いる.

D. 関節可動域は共通書式1， 2  (P69， 70) を用いる.

E  機能分類

国際分類と Zancolli 分類を併記したが，肘匝曲，手関節背屈，手指の伸展およ び屈曲がそれぞれ可能かどうかによっ

て分類した Zancol l i 分類が実用的である. 右手と左手で異なる場合は，国際分類， Zancol l i 分類に引き出し線をつけて欄

外に右，左を記入する

E  知覚検査

四肢麻簿手の知覚の状態は運動機能再建の有無に関係なく，その手が何らかの機能を発揮しうるかどうかという点で重

要であるので正確に記載する. つまみ機能を再建する場合には，とくに母 ・示指の知覚について詳しく記載する.

1 V . 関節拘縮

四肢麻療手では手関節の dynami c tenodesi s effect により手指の屈伸を生じたり，増強したりするので，拘縮の有無

は機能再建術を行う行わないに関係なく重要である. しかし中にはこの関節拘縮をひっかけ握り hook gri pなどに利用し

ていることもある. その場合には表に記入する.

V  Reach ( 手の到達範囲)

肩筋の残存程度，上腕三頭筋の機能によって左右される. 車椅子に座って手を使う場合には肩より高く手を拳上しなけ

ればならず，上腕三頭筋再建術は肘折れを防ぐ上で重要である

VI ADL 評価

評価項目は Zancolli の機能分類別にそれぞれのクラスの最終目標となるものを列記しである. しかし評価にあたって

は，術前の機能分類とは無関係に個々の項目について評価する 評価は下記の基準により 0 - 3 の 4段階に評価し，該当

する数字の欄にチェック記号( ゾ) を記入する. 2 または 3 がチェックされた項目の最下段の機能分類がその時点での患

者の A D L 達成度を示す 例えば，それが機能残存筋よりみた機能分類より低い場合には，再建術を施行しない場合の最

終目標を達成していないことになる. 機能再建術を施行した場合には A D L 評価からみた機能分類が術前の残存筋よりみ

た機能分類より良いことが普通である.

( 評価基準)

o できない.

1 なんとかできるが，時間がかかりすぎて実用性がない.

2  : 時聞が普通よりかかるが，実用性がある.

3 正常または正常に近く楽にできる.
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